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皆さん，男女共同参画という言葉を
ご存知ですか。
薩摩川内市では，平成 17年４月「男
女共同参画基本条例」を施行しまし
た。この情報紙は，市民の皆さんと
意見の交換をしながら一緒に「男女
共同参画社会」を築くことを目標に
しています。

見
聞

女性50人委員会 
男女共同参画講座

　

８
月
18
日
午
後
の
全
体
研
修
会
で
は
、

石
田
尾
先
生
に
よ
る
講
義
が
あ
り
ま
し

た
。

　

大
学
教
授
と
い
う
こ
と
で
し
た
の

で
、
緊
張
し
て
臨
み
ま
し
た
が
、
先
生
は
、

マ
イ
ク
を
持
っ
て
通
路
ま
で
降
り
ら
れ

た
り
、
ご
家
族
の
話
な
ど
を
さ
れ
た
り

し
て
、
終
始
に
こ
や
か
に
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
女
性
50
人
委
員
会
の
一
人
と
し
て
、
自
分
達
の
置
か

れ
て
い
る
立
場
を
客
観
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
っ
た
い
何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
、
具
体
的
な
手
掛
か

り
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。
自
分

ら
し
く
生
き
て
い
け
る
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
学
び
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、　「
参
画
」
は
、
参
加
や
参
集
と
は
異
な
り
、「
自

　
　 

ら
が
意
思
決
定
の
過
程
に
加
わ
る
こ
と
」。

一
、　
持
続
可
能
な
地
域
力
の
あ
る
社
会
を
形
成
す
る  

　
　 

た
め
に
は
、
①
学
ぶ
の
が
好
き
で
、
②
仲
間
作

　
　 

り
が
上
手
、
そ
し
て
③
持
続
が
う
ま
い

　
　 

女
性
の
参
画
が
今
後
も
不
可
欠
で
あ
る
。

一
、　
で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
人
が
、
で
き
る
時
に
、

　
　 

で
き
る
や
り
方
で
、
で
き
る
だ
け
す
る
・
・
・
と
、

　
　 

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、　
人
生
の
決
定
権
は
自
分
に
あ
る
。

一
、　
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
自
分
の
能
力
を
発
揮
で

　
　 

き
る
地
域
社
会
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
の
選
択

　
　 

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
目
指
し
た
い
。

い
あんぐるとら
い

あんぐるとら
-TRYあんぐる-

わたしたちの
望む社会へ

男女共同参画情報紙
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第16号

特集「備える」

石
田
尾
先
生 

語
録

〜災害を生き延び、復興を目指す中で、
　　　　　　女性の視点を忘れない〜

今号の特集記事は…

男女共同参画講座の様子

・1948 年鹿児島県生まれ　
・九州大学大学院博士課程修了
　（経済学博士 / 芸術工学博士）
・鹿児島県男女共同参画審議会会長　
・第一工業大学 / 日本経済大学教授
※ 2011 年度男女共同参画社会づくり功労者
　 内閣総理大臣表彰を受けられました。　

石田尾 博夫 氏（いしだお ひろお）
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〜
災
害
を
生
き
延
び
、
復
興
を
目
指
す
中
で
、
女
性
の
視
点
を
忘
れ
な
い
〜

　

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
六
ヶ
月

余
が
経
ち
ま
し
た
。
復
興
に
向
け
て
の
数
々

の
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
テ
レ
ビ
を
消
す
と
、

い
つ
も
と
変
わ
る
こ
と
の
な
い
日
常
を
過
ご

し
て
い
る
自
分
が
い
ま
す
。

　

義
援
金
や
支
援
物
資
を
送
る
形
で
援
助
を

続
け
る
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
自
分
自
身

が
東
北
へ
行
か
な
く
て
も
、
知
り
合
い
、
親

戚
、
友
だ
ち
が
、
仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

行
っ
て
き
た
、
ま
た
こ
れ
か
ら
行
く
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

台
風
、
大
雨
、
地
震
、
火
山
爆
発
…
と
自

然
災
害
と
隣
り
合
わ
せ
に
住
ん
で
い
る
私
た

ち
の
街
鹿
児
島
で
は
、
今
回
の
震
災
を
機
に
、

今
一
度
防
災
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
確
認
し

た
り
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

東
北
の
復
興
に
当
り
、
地
域
力
に
つ
い
て

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
の
強
い
結
び
つ

今
だ
に
余
震
の
続
く
東
北
地
方
。
十
四
年
前
に
Ｍ
6.4
の
地
震
に
襲
わ
れ
た
鹿
児
島
。

今
回
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
、

普
段
か
ら
備
え
る
心
準
備
が
必
要
だ
と
強
く
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

き
の
中
で
、
励
ま
し
あ
い
、
助
け
合
っ
て
生

き
延
び
、
今
地
域
復
興
に
向
け
て
、
日
々
活

動
し
て
い
る
方
々
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
中
で
注
意
す
べ
き
は
、
女
性
の
視

点
、
女
性
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
、
決
し
て
忘

れ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
回
は
、
ま
ず
、
東
北
へ
行
っ
て
こ
ら
れ

た
方
々
の
レ
ポ
ー
ト
を
参
考
に
、
女
性
の
生

の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
壊
れ
た
自
宅
の
瓦
礫
を
ひ
っ
く
り
返
し
て

い
た
ら
、
口
紅
が
出
て
き
た
。
近
く
に
落
ち

て
い
た
御
菓
子
の
缶
の
裏
を
鏡
代
わ
り
に
、

久
し
ぶ
り
に
、
口
紅
を
引
い
た
。
生
き
る
勇

気
が
湧
い
て
き
た
。

　

○　

化
粧
を
し
な
い
と
人
前
に
出
ら
れ
な

　
　

い
、
と
言
う
人
も
い
ま
す
。
化
粧
は
、

　
　

人
と
接
す
る
力
を
発
揮
す
る
大
き
な
助

　
　

け
に
な
り
ま
す
。
避
難
所
で
、
フ
ェ
イ

　
　

ス
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
化
粧
を
で
き
る
環
境

　
　

な
ど
も
大
切
で
す
。

　
　
初
め
は
避
難
所
に
更
衣
室
が
無
く
、
着
替

え
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。
授
乳
室
も
無
く
、

授
乳
中
の
母
親
が
、
ス
ト
レ
ス
で
母
乳
が
出

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

○　

女
性
の
悩
み
の
声
を
現
場
で
す
ぐ
に

　
　

拾
っ
て
も
ら
う
シ
ス
テ
ム
が
無
く
、
不

　
　

便
な
思
い
を
し
、
我
慢
に
我
慢
を
し
続

　
　

け
る
状
況
が
続
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、

　
　

行
政
や
人
任
せ
で
は
、
状
況
が
改
善
せ

　
　

ず
、
人
が
集
ま
っ
て
声
を
上
げ
て
い
く

　
　

こ
と
で
前
進
で
き
た
そ
う
で
す
。

　
避
難
所
で
、
下
着
の
こ
と
な
ど
、
不
足
し

て
い
て
も
、
男
性
職
員
に
は
い
い
出
せ
な
く

て
困
っ
た
。

　

○　

実
生
活
の
問
題
の
中
に
は
、
女
性
同

　
　

士
で
な
け
れ
ば
、
話
し
に
く
い
こ
と
も

　
　

確
か
に
有
り
ま
す
。
避
難
所
の
運
営
に
、

　
　

女
性
が
か
か
わ
る
体
制
作
り
が
必
要
で

　
　

す
ね
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
死
者
の
数
が
、

男
性
よ
り
女
性
の
方
が
多
か
っ
た
、
と
い
う

事
実
が
有
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
避
難
す
る
時

の
体
力
的
な
理
由
や
独
り
暮
ら
し
の
女
性
な

特
集 「
備
え
る
」

「
震
災
」か
ら
六
ヶ
月
余
…

「
口
紅
」

「
更
衣
室
」な
ど

「
言
い
出
し
に
く
い
」生
活
用
品

「
女
性
は
弱
者
で
は
な
い
。」
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備える。〜災害を生き延び、復興を目指す中で、女性の視点を忘れない〜特 集

避難所レポート

知っておきたい避難所生活の現状

ど
経
済
的
な
理
由
で
、
古
い
家
に
住
ん
で
い

て
、
下
敷
き
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
原
因

の
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
仮
設
住
宅
に
な
っ
て
か
ら
の
孤

独
死
の
七
割
が
男
性
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

女
性
は
、
生
活
者
、
消
費
者
と
し
て
の
生

き
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
人
脈
を
持
っ
て
い
ま
す
。
お
し
ゃ
べ

り
す
る
こ
と
で
、
情
報
や
気
持
ち
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
復
興
に
お
い

て
大
き
な
力
と
な
る
の
で
す
が
、
災
害
直
後

の
意
思
決
定
の
場
に
女
性
が
い
な
い
こ
と
が

多
い
た
め
、
女
性
の
声
が
活
用
さ
れ
な
い
と

い
う
の
が
実
情
の
よ
う
で
す
。

　

町
全
体
が
消
失
し
、
十
年
か
け
て
復
興
し

た
神
戸
市
長
田
町
商
店
街
の
商
店
主
の
一
人

の
言
葉
で
す
。「
気
持
ち
が
分
か
っ
て
、
し
ゃ

べ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
地
域
が
固

ま
っ
て
や
る
こ
と
が
大
切
。
地
域
と
の
つ
な

が
り
が
途
絶
え
た
孤
独
死
が
、
十
六
年
経
っ

た
今
も
毎
年
五
十
人
い
る
…
」

　

困
っ
た
時
、
人
に
言
い
に
く
い
と
き
ど
う

し
ま
す
か
。

　

そ
れ
こ
そ
、
緊
急
時
だ
か
ら
と
急
に
で
き

プライバシーが保たれない、守れない。
　・段ボールやアクリル板で仕切っているだけ。
　・一人は怖い。（性犯罪が増えると聞く）
　・周囲に常に他人の存在がある為、緊張状態が続く（男女と
　　も）。一人になれない。
　・物干し場は女性用エリアが準備されていたが、盗難や紛失
　　が起きている。
　・洗顔や化粧がトイレでしか出来ない（洗面所やドレッサー
　　がない）。
　・仮設のお風呂（公衆浴場状態）は利用時間に制限はあるが設
　　けられていた。各避難所から入浴に来るため、髪を拭きな
　　がらだったり、お風呂あがり後のラフな格好で出て来る姿
　　をよく見かけた。他人には見られたくない姿なのでは。
　・街中では普通と思われる涼しげな夏の服装（ワンピース、
　　ノースリーブ、シースルー）だと、中高年の女性や男性の
　　視線が集まっていた。
　・オナラや便を我慢し、便秘に悩む人は男女問わず多い。
　・尿の回数を減らすために、自分で水分制限をして体調不良
　　や便秘がちになる。
　・子ども用の量や大きさまで配慮された食事や離乳食は準備
　　出来ない。
　・子どもがぐずって泣くと周囲へ迷惑を掛けるので、いつも
　　気が抜けない。
　・授乳室は設けられていない。
　・子どもの遊具や絵本が準備されている避難所と準備されて
　　いない避難所があった。
　・避難所に配置される男性職員には、下着のサイズや多少の
　　好みなど、恥ずかしくて要望を言い出せない。

●食事の準備や片づけ
●物資の配布等
●共有スペースやトイレの
　掃除
●ゴミの処理

●行政との連絡
●防犯（見回り）
●イベントの企画及び開催
●家の後片づけなどの復
　旧作業 など

●個人の能力・才能・特技を生かしましょう。
●一つの活動（作業）において、性別が偏らず、男女がとも
　に活躍できるようにしましょう。
●みんなが公平に作業を行えるようローテーションを組み
　ましょう。
●日中、夜間、休日等いろいろな時間帯に対応できるよう
　にしましょう。

る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
日
常
の
営
み
の
状
態
が
、
何
か

あ
っ
た
と
き
に
も
関
係
し
て
き
ま
す
。

　

友
だ
ち
は
い
ま
す
か
。
普
段
か
ら
近
所

や
地
域
の
人
と
声
を
交
わ
し
て
い
ま
す
か
。

困
っ
た
時
、
す
ぐ
に
声
を
か
け
る
こ
と
の
で

き
る
人
が
い
ま
す
か
。

　
「
遠
く
の
親
類
よ
り
近
く
の
他
人
」と
言
う

こ
と
わ
ざ
も
あ
り
ま
す
。

　

行
政
も
こ
れ
か
ら
災
害
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
見
直
し
た
り
す
る
よ
う
で
す
。
私
た
ち
市

民
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
日
頃
か
ら
、
何
か
が

あ
っ
て
も
、
お
互
い
に
手
を
と
り
あ
え
る
関

係
作
り
に
少
し
気
を
使
っ
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
女
性
の
声
、
女
性
の
視
点
か
ら
、

男
性
に
は
わ
か
り
に
く
い
こ
と
や
見
え
に
く

い
こ
と
に
つ
い
て
気
付
い
た
ら
、
日
頃
か
ら

声
に
出
し
て
言
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

何
が
あ
っ
て
も
壊
れ
な
い
街
は
、
私
た
ち

の
日
頃
に
か
か
っ
て
い
る
と
、
東
北
の
話
を

聞
い
て
思
い
ま
し
た
。　　
　
　
（
編
集
員
）

　

☆　

情
報
提
供　

　
　
　
　
　

 

北
島
千
秋
さ
ん （
東
北
在
住
）

　
　
　

他
、
東
北
へ
援
助
に
行
か
れ
た
保
健

　
　

師
の
方
々
な
ど
。

共同作業のポイント

みんなで共同作業をしましょう。
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この情報紙に関するご意見、ご感想、取り上げて
欲しいことなどありましたら、ご連絡ください。

2010 年 4 月スペースシャトルディスカバリー
号でフライトした女性宇宙飛行士、山崎直子
さんの夫。

男女共同参画フォーラム開催決定！

山崎 大地さん
（国際宇宙サービス代表）

　今期の会長の小島惠里さんに伺いました。小島さんは、薩摩川内市男女共
同参画審議会委員もされ、50人委員会は二期目から参加しているそうです。

　女性の管理職、審議会委員などの登用率が今だ低く、女性の声が上がりにくい現状です。４つの分科
会に分かれ、それぞれのテーマ毎に話し合ったり、学習したりして、市政について男女共同参画の視点
から具体的な政策提言をすることになっています。

　同じ分科会の仲間の人たちと話し合いや具体的な行動を共にすることを通して、市政に対する意識が
変わりました。以前は漠然と感じるだけでしたが今は、〝市政に積極的に参画しよう〟という姿勢にな
りました。

　私たちの生活は、もちろん国の大きな枠、そして県、市などの枠に支えられて成り立っています。人
任せではなく、積極的に参画することで、私たちも声を上げていくことができる、ということを今一度
確認しながら、新しいメンバーからの違った視点から議論を深めていけたらいいなと思っています。そ
して、私たちの生活がより質の高いものになるような一端を担えるように期待しています。皆様のご協
力お願いします。

グリーン作戦の一環として市花かのこゆりの栽培
や、街中のプランター管理について調査中です。

子育て支援に関する事業の内容や、高齢者への訪
問給食制度、緊急通報装置設置状況等、関係機関
からの説明を受け学習中です。

観光資源の活用や地産地消を目指してのアィディ
アなどを研究中です。

学童保育の現状や生涯学習の講座あれこれや家庭
教育学級の内容など、関係課の説明を受けて更に
学習を深めていきます。

今年度は30回ほどの分科会において学習し、来年9月までに提言としてまとめる予定に
なっています。異なる世代・地域・背景の方々が協議することで、新たな気づきが生ま
れ視野が広がることも期待されます。今までの女性50人委員会の取り組みは、薩摩川内
市のHPをごらんください！

平成23年度

と き

講 師

ところ

● 女性50人委員会について簡単に教えてください。

● 今までやって来られて良かったことは何ですか。

● 今回の50人委員会に期待することは何ですか。

● 生活環境分科会 ● 産業経済分科会

● 保健福祉分科会 ● 教育文化分科会

平成23年11月27日(日)
12時50分より
薩摩川内市国際交流センター

『とらいあんぐる』とは…
参画（さんかく）と三角（さんかく）
を掛けてつけました。「市民・行政・
地域」「教師・児童生徒・保護者」「上
司・部下・自分」etc…。いろいろ
な社会において，常に三者（三角）
の関係はとても大切です。この情報
誌を発行するにあたって，それぞれ
の「さんかく」を念頭におき，お互
いがトライアングルのように響きあ
いながら，理解し合えるような社会
を築けるよう願いを込めました。

第四期 女性50人委員会が発足しました。

とらいあんぐる

ニュース


